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 令 和 ７ 年 度 ９ 月 補 正 予 算 案 主 要 事 項 説 明 

 

文 化 生 活 部・教 育 委 員 会  

事業名 高校生等修学支援事業費 
新規・ 

継続の別 
継 続 

予算額 ２,１８３,０００千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

2,161,000 － － 22,000 

事業内容 

 

目 的 

 

対 象 

 

方法等 

 

１ 趣  旨 

   高校無償化に向けた国制度の拡充等に伴い、子育てに係る経済的負担の

軽減を図るため、就学支援金制度の所得基準額を超える世帯に対し、授業

料支援を行うとともに、国公立高校等に通う低所得世帯向けの給付金制度

を拡充する。 

 

２ 内  容 

                      （単位：千円） 

事 項 内 容 事業費 

高校生等臨時

支援金【①・②】 

高等学校等就学支援金制度で所得制限を受

けている世帯の高校生等に対して臨時支援

金を支給 
 

○対 象  

【現 行】年収 910 万円未満世帯 

【拡充後】所得制限なし 
 
○支給上限額  

118,800 円／年 

【私立分①】 

1,327,000 

【公立分②】 

823,000 

奨学のための

給付金【②】 

授業料以外の教育費負担を軽減するため、第

１子が全日制等の国公立高校等に通う住民

税非課税世帯に対する給付金を増額 
  

○対 象 

  非課税世帯（全日制・定時制）の第１子 
 
○給付額  

【現 行】131,500 円／年 

【拡充後】143,700 円／年 

33,000 

合  計 2,183,000 

 

担当課名 
①文教課 経営支援・宗教法人係 

②高校教育課 修学支援係 
電話番号 

075-414-5546 

075-414-5055 
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令 和 ７ 年 度 ９ 月 補 正 予 算 案 主 要 事 項 説 明 

 

教 育 委 員 会  

事業名 向日が丘支援学校校舎等整備費 
新規・ 

継続の別 
継 続 

予算額 
７２，０００千円 

＜R8債務負担行為 276,000 千円＞ 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ 64,000 － 8,000 

事業内容 

 

目 的 

 

対 象 

 

方法等 

 

１ 目  的 

教育と福祉の総合的な連携による切れ目のない支援や教育環境の実現

に向けて、長岡京市の共生型福祉施設構想と連携し、「向日が丘支援学校

改築基本構想」に基づき校舎等を全面改築する。 
 

２ 内  容  

建設労務単価等の上昇に伴う予算の増額 

 

３ 概  要 
年次計画 概  要 

Ｒ元 基本構想策定、用地測量 

Ｒ２ 基本・実施設計 

Ｒ３ 基本・実施設計、仮設校舎改修実施設計 

Ｒ４ 解体実施設計、仮設校舎改修工事 

Ｒ５ 
仮設校舎改修工事、仮設校舎利用 

解体工事、埋蔵文化財調査 

Ｒ６ 解体工事、埋蔵文化財調査、建設工事 

Ｒ７ 建設工事 

Ｒ８ 建設工事 

 

（参考）向日が丘支援学校 概要 

開校年度 昭和 42 年４月 

障害種別 知的障害、肢体不自由 

設 置 部 小学部、中学部、高等部（普通科） 

校  区 向日市・長岡京市・大山崎町 
 

担当課名 
管理課     管理係 

特別支援教育課 企画調整係 

 

電話番号 

 

075-414-5768 

075-414-5834 
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令 和 ７ 年 度 ９ 月 補 正 予 算 案 主 要 事 項 説 明 

 

教 育 委 員 会  

事業名 丹後郷土資料館整備推進費 
新規・ 

継続の別 
継 続 

予算額 
５３，０００千円 

＜R8債務負担行為 239,000 千円＞ 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ 47,000 － 6,000 

事業内容 

 

目 的 

 

対 象 

 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目  的 

  丹後郷土資料館について、丹後地域の歴史文化の探訪・観光の拠点施設

となるハブ・ミュージアムを目指し、リニューアル整備を実施する。 

 

２ 内  容  

   建設労務単価等の上昇に伴う予算の増額 

 

３ スケジュール（予定） 

 令和７年度：本館改修・新館新設工事（～R8） 

              収蔵庫新設工事 

 令和８年度：リニューアルオープン（R9.3 月予定） 

 

 

（参考）府立丹後郷土資料館の概要 

開設年月日 昭和 45 年 10 月１日 

所 在 地 宮津市字国分小字天王山 

敷 地 面 積 27,209 ㎡（史跡丹後国分寺跡、旧永島家住宅を含む。） 

建 物 面 積 1,659 ㎡（うち展示面積 364 ㎡） 

215 ㎡（旧永島家住宅） 

概 要 ○歴史・考古・民俗資料や美術工芸品を調査・研究・保存・

展示 

○敷地内にある史跡丹後国分寺跡と特別名勝天橋立を臨む

景勝地であり、近隣には成相寺
なりあいじ

や籠
この

神社が所在 

  

担当課名 文化財保護課 企画調整係 

 

電話番号 

 

075-414-5896 
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令 和 ７ 年 度 ９ 月 補 正 予 算 案 主 要 事 項 説 明 
 

教 育 委 員 会  

事業名 歴史的建造物等保存伝承事業費 
新規・ 

継続の別 
継 続 

予算額 
９９，０００千円 

＜Ｒ８債務負担行為 61,000千円＞ 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 99,000  － 

事業内容 

 

目 的 

 

対 象 

 

方法等 

 

１ 目  的 

    文化財所有者からの受託による国宝・重要文化財建造物の保存修理を実

施する。 
 

２ 内  容 

文化財の名称 種別 工事種別 主な内容 

新

規 

福
ふ く

王子
お う じ

神社 

（本殿及び拝殿） 

（京都市右京区） 

重文 屋根・部分修理 こけら葺き 他 

大徳寺
だ い と く じ

（侍真寮
じ し ん り ょ う

） 

（京都市北区）  
重文 移築 解体・木工事 他 

継

続 

妙法院
みょうほういん

（庫裏
く り

） 

（京都市東山区） 
国宝 半解体修理 瓦葺き・木工事 他 

東福寺
と う ふ く じ

 

（常
じょう

楽
らく

庵
あん

塔司寮
たっすりょう

（書院
しょいん

） 他） 

（京都市東山区） 

重文 半解体修理他 塔司寮耐震補強 他 

報土寺
ほ う ど じ

（本堂） 

（京都市上京区） 
重文 屋根・部分修理 解体・木工事 他 

平等院
びょうどういん

（観音堂
か ん の ん ど う

） 

（宇治市） 
重文 屋根・部分修理 瓦葺き・木工事 他 

平安
へいあん

神宮
じんぐう

（大極
だ い ご く

殿
で ん

 他） 

（京都市左京区） 
重文 塗装・部分修理 塗装・耐震補強 他 

伊佐家
い さ け

住宅
じゅうたく

（主屋
し ゅ お く

） 

（八幡市） 
重文 屋根・部分修理 

木工事・耐震補強 

他 

 

担当課名 文化財保護課 建造物係 電話番号 075-414-5898 

 

 資料－４  


